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市
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　　
先
月
は
、
田
植
え
を
し
て
い
る
農

家
さ
ん
を
よ
く
お
見
か
け
し
ま
し
た

の
で
、
今
月
は
本
市
の
農
業
な
ど
に

つ
い
て
、
少
し
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　　
本
市
は
全
耕
地
面
積
の
中
で
、

主
食
用
米
面
積
の
割
合
が
約
30
％

で
、
生
産
す
る
農
作
物
の
種
類
を

変
え
る
転
作
で
は
、
二
条
大
麦
・

小
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
新
規
需
要

米
な
ど
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

主
食
用
米
の
需
要
が
減
少
す
る
中

で
、
他
の
作
物
へ
の
転
換
を
促
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も

あ
り
、
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　　
そ
う
し
た
中
で
、
本
市
の
農
業
に

関
す
る
課
題
に
対
し
、
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
、
佐
野

市
農
業
再
生
協
議
会
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
が
会
長
を
務
め
て
お

り
ま
す
が
、
佐
野
農
業
協
同
組
合

さ
ん
を
は
じ
め
、
農
業
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
佐
野
市
一
丸
と
な
って
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
経
営
所

得
安
定
対
策
、
需
要
に
応
じ
た
主

食
用
米
の
生
産
、
担
い
手
育
成
、
畑

作
物
産
地
形
成
促
進
事
業
、
作
付

転
換
拡
大
対
策
、
産
地
生
産
基
盤

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
持
続
可
能

な
農
業
の
確
立
に
向
け
、
し
っ
か
り

と
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
先
月
は
大
き
な
地
震
が
全
国
で
相

次
ぎ
ま
し
た
。
そ
し
て
６
月
は
梅
雨

入
り
の
季
節
で
す
。
大
雨
に
警
戒
が

必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

配
布
し
て
あ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
再

度
ご
家
族
で
見
直
し
、
避
難
先
や
危

険
箇
所
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

！

佐野市長

金子　裕

よ
う
こ
そ

地域の一瞬の風光を作品に

島
さ
ん
は
、
地
元
の
里
山
な
ど
の
風

景
写
真
を
撮
影
し
、
そ
の
作
品
は
富

士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
日
本
写
真

家
協
会
公
募
展
入
選
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
佐
野
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
写
真
展
や
個
展

と
し
て
「
花
盗
人
」（
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅰ
、
Ⅱ
、
３
章
、

４
章
な
ど
）
も
開
催
、
ク
ラ
ブ
の
写
真
展
は
昨

年
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
写
真
は
20
代
か
ら

取
り
組
み
、
最
初
は
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
後
に

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
用
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
唐
沢
山
、
野
上
川
な
ど
で
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
の
一
瞬
の
風
光
を
作
品
に
し
ま
す
。
自

然
と
の
出
会
い
は
小
学
校
時
代
、
唐
沢
子
供
会

の
野
外
活
動
体
験
や
近
所
の
友
人
と
の
山
遊
び

な
ど
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
通
学
路
沿
い
の
吉

水
地
区
に
藤
原
秀
郷
公
の
墳
墓
と
伝
え
ら
れ
る

遺
跡
が
あ
り
、
唐
沢
山
に
親
し
み
を
感
じ
て
い

た
そ
う
で
す
。
唐
沢
山
の
他
に
野
上
川
上
流
の

渓
谷
を
撮
影
し
た
作
品
な
ど
も
拝
見
し
ま
し
た

が
繊
細
で
美
し
い
も
の
で
し
た
。
や
は
り
ふ
る

さ
と
の
こ
の
地
域
が
作
品
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
と
い
う
資
格
は
写
真
技
術

の
認
定
で
、
１
級
か
ら
３
級
ま
で
あ
り
ま
す
。

飯
島
さ
ん
が
お
持
ち
の
フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
Ｅ
Ｘ

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
と
い
う
資
格
は
、
さ
ら
に

そ
の
上
の
「
写
真
の
達
人
」
資
格
で
す
。
飯
島

さ
ん
は
県
内
第
１
号
の
認
定
で
、
佐
野
市
楽
習

講
師
と
し
て
も
活
動
中
で
７
月
に
企
画
講
座
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
員
は
11

人
、
写
真
公
募
展
で
入
賞
す
る
人
も
多
数
い
ま

す
。
こ
の
秋
、
11
月
18
日
・
19
日
に
田
沼
ふ
る

さ
と
館
で
写
真
展
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
民
記
者　

福
田
満
）

飯島　秀
ひでお

雄さん

佐野フォトクラブ会長

フォトマスターＥＸ

佐野市楽習講師

吉水新田町会長

飯

▼

展示作品について講評する飯島さん
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こ どもフェスティバル in SANO 2023
今年も開催！

　５月３日 （水・祝） から５日 （金・祝） まで、 こどもの国にて 「こど

もフェスティバル in SANO 2023」 が開催されました。

　初日となった３日は、午前１０時のオープニングセレモニー

に始まり、 佐野東高等学校服飾部によるハイスクールファッ

ションショーやファミリーコンサートが行われました。 4 日

はおもしろ実験教室のサイエンスショーやアストロカーによ

る太陽黒点観測が行われたほか、 鉄道模型運転ショーが、

5 日はわんぱくレクリエーション広場や高校生によるマーチ

ングバンドショーが行われ、 会場は多くの子どもたちでに

ぎわいました。

　５月４日 （木・祝） 市役所１階佐野市紹介スペースに移転した

新さのまるの家のお披露目イベントが開催されました。

　新さのまるの家の壁面イラストは、 市内の高校生がデザ

インしました。 イベントでさのまるが、 家の壁面の除幕を行

うと、 来場いただいた多くの皆さんから歓声が上がりまし

た。

　また、当日は限定記念品の抽選会やさのまるとの撮影会、

サイン会などが行われ、さのまると一緒に大いに盛り上がっ

た一日となりました。

天候にも恵まれ、 たくさんの人にお越しいただきました。 さのまると一緒に、 みんなで楽しい時間を過ごしました♪

新 さのまるの家お披露目
皆さまお待たせしました！

　長谷場町の亀山さんのほ場では、 今年も見事な 「藤の花」 を咲かせました。

山に自生する藤の木から接ぎ木をして、 少しずつ丹精込めて増やしていった藤

の花も今ではピンク、 白、 紫など色とりどりの７種類にもなり、 １３０鉢余りあ

るそうです。

　山の 「藤の花」 はきれいと思いますが、 山がきれいに管理されていたなら

ば花は咲かないとのことです。 庭や公園などに植えられた 「藤」 はよく見受

けられますが、 これほどまで数多く、 個人で鉢植えに咲かせているのは一見

の価値がありそうです。

　来年の 「藤の花」 が咲くころは、 作原方面に向かう農道で、 しばし足を止め

て観賞してみてはいかがでしょうか。 いつでも自由に、 道路脇から観ることが

でき、 気に入った 「藤の花」 も譲っていただけるそうです。

						      （市民記者　葛貫 郁子）

ミ 二 「藤の花」 ランド
色とりどりの♪


